
地方独立行政法人桑名市総合医療センター臨床研修資金貸与規程 

平成24年６月22日 

 （目的） 

第１条 この規程は、臨床研修（医師法（昭和23年法律第201号）第16条の２第１項に規定する臨床研

修をいう。以下同じ。）を受けている医師で、将来地方独立行政法人桑名市総合医療センターが運

営する病院（以下これらを「病院」という。）において医師として勤務しようとするものに対し研

修資金を貸与することにより、これらの者の研修を容易にし、もって病院における医療の提供の充

実に資することを目的とする。 

 （貸与の対象者） 

第２条 研修資金の貸与の対象となる者は、臨床研修を受けている医師で、将来病院において医師と

して勤務しようとするものとする。 

 （貸与の人員） 

第３条 研修資金の貸与を受けることができる者の数は、毎年度予算の範囲内で理事長が定める。 

 （貸与の方法） 

第４条 研修資金は、貸与の決定の際に定める月から臨床研修を修了する日の属する月までの間（２

年を限度とする。）毎月13万円を無利息で貸与するものとする。 

２ 第２条の規定により研修資金の対象となる者のうち、将来病院の小児科において医師として勤務

しようとする者に対する研修資金の額は、前項の規定に関わらず、毎月24万円とする。 

 （貸与の申請） 

第５条 研修資金の貸与を受けようとする者は、臨床研修資金申請書（様式第１号）に履歴書、身体

検査書その他必要な書類を添えて理事長に提出しなければならない。 

 （連帯保証人） 

第６条 研修資金の貸与を受けようとする者は、連帯保証人２人を立てなければならない。 

２ 前項の連帯保証人は、研修資金の貸与を受けた者と連帯して債務を負担するものとする。 

 （貸与の決定及び通知） 

第７条 理事長は、第５条の臨床研修資金申請書を受理したときは、書類審査、面接等によりその適

否を決定し、臨床研修資金決定通知書（様式第２号）によりその結果を通知するものとする。 

２ 研修資金の貸与の決定を受けた者は、誓約書（様式第３号）を理事長に提出しなければならない。 

 （貸与の取消し等） 

第８条 理事長は、研修資金の貸与を受けている者（以下「研修生」という。）が、次の各号のいず

れかに該当するに至ったときは、当該事実の生じた日の属する月からその貸与を取り消すものとす

る。 

(1) 臨床研修を中止したとき。 

(2) 死亡したとき。 

(3) 研修資金の貸与を受けることを辞退したとき。 

(4) 申請書に虚偽の記載をし、又は不正の手段によって研修生となったとき。 

(5) 心身の故障のため臨床研修を継続する見込みがなくなったと認められるとき。 

(6) 性行又は研修成績が著しく不良になったと認められるとき。 

(7) 前各号に掲げるもののほか、研修資金の貸与の目的を達成する見込みがなくなったと認めら

れるとき。 

２ 理事長は、研修生が臨床研修を中断したときは、中断した日の属する月の翌月分から再開した日

の属する月の分まで研修資金の貸与を停止するものとする。 

３ 研修生は、当該貸与を辞退しようとするときは、臨床研修資金申請書（様式第１号）を理事長に

提出しなければならない。 

４ 理事長は、研修資金の貸与の決定を取り消し、又は停止したときは、臨床研修資金決定通知書（様

式第２号）により当該研修生に通知するものとする。 

 （借用証書） 

第９条 研修生は、次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、貸与を受けた研修資金の全額に

ついて、直ちに借用証書（様式第４号）を理事長に提出しなければならない。 

(1) 貸与期間が満了したとき。 



(2) 前条第１項の規定により研修資金の貸与を取り消されたとき。 

 （返還） 

第１０条 研修資金の貸与を受けた者は、次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、その理由

の生じた日から起算して30日以内に、すでに貸与を受けた研修資金の全額を、原則として修学生本

人又は連帯保証人が一括返還しなければならない。 

(1) 第８条第１項の規定により研修資金の貸与を取り消されたとき。 

(2) 臨床研修を修了した後、理事長が指定する期日までに病院の医師（常時勤務する者に限る。

以下同じ。）として勤務しなかったとき。 

(3) 臨床研修を修了した後、理事長が指定する期日までに病院の医師として勤務したが、貸与を

受けた期間に相当する期間（他の規程による貸与を受けた期間に相当する期間とは重複しないも

のとする。以下同じ。）以内に勤務しなくなったとき。 

 （返還明細書） 

第１１条 前条の規定により研修資金を返還しなければならない者は、その理由の生じた日から起算

して20日以内に臨床研修資金返還明細書（様式第５号）を理事長に提出しなければならない。 

 （返還の方法） 

第１２条 返還に当たっては、地方独立行政法人桑名市総合医療センター会計規程（平成21年10月１

日制定）の定めるところにより所定の期日までに納付しなければならない。 

 （返還の猶予） 

第１３条 理事長は、研修資金の貸与を受けた者に疾病、災害その他やむを得ない理由があるときは、

その理由が継続する間研修資金の返還を猶予することができる。 

 （返還の当然免除） 

第１４条 理事長は、研修資金の貸与を受けた者が次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、

貸与した研修資金の全部の返還を免除するものとする。 

(1) 臨床研修を修了した後、理事長が指定する期日までに病院の医師となり、研修資金の貸与を

受けた期間に相当する期間勤務したとき。ただし、疾病、災害その他やむを得ない理由のため勤

務することができなかった場合には、当該期間は、勤務した期間には算入しないものとする。 

(2) 前号に規定する期間中又は前号ただし書に規定する期間中に業務により死亡し、又は業務に

起因する心身の故障のため業務を継続することができなくなったとき。 

 （返還の裁量免除） 

第１５条 第10条第３号の規定により研修資金の返還を要するときは、次の各号に定めるところによ

りその一部を免除することができる。 

(1) 一部免除の額は、病院の医師として勤務した期間を貸与を受けた期間に相当する期間で除し

て得た数値を、研修資金の未返還額に乗じて得た額とする。 

(2) 前号の勤務した期間の計算は、月数によるものとし、勤務した初めの日の属する月から勤務

しなくなった日の属する月まで算入する。 

２ 前条第２号に規定する場合を除くほか、理事長は、研修資金の貸与を受けた者が死亡し、又は心

身の故障のため勤務することができなくなったときは、当該研修資金のうち返還の期日が到来して

いないものについて、返還の全部又は一部を免除することができる。 

 （免除等の申請） 

第１６条 前３条の規定により研修資金の返還の猶予又は免除を受けようとする者は、臨床研修資金

申請書（様式第１号）にその理由を証する書類を添えて理事長に提出しなければならない。 

 （免除の決定及び通知） 

第１７条 理事長は、前条の臨床研修資金申請書を受理したときは、書類審査、面接等によりその適

否を決定し、臨床研修資金決定通知書（様式第２号）によりその結果を通知するものとする。 

 （延滞利息） 

第１８条 研修資金の貸与を受けた者は、正当な理由がなくて研修資金を期限までに返還しなかった

ときは、当該期限の翌日から返還のあった日までの期間の日数に応じ、延滞額につき年14.5パーセ

ントの割合で計算した延滞利息を支払わなければならない。 

 （届出） 

第１９条 研修生は、次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、10日以内にその旨を理事長に



届けなければならない。 

(1) 氏名又は住所を変更したとき。 

(2) 臨床研修を中止したとき。 

(3) 研修資金の貸与を受けることを辞退するとき。 

(4) 臨床研修に堪えない程度の心身の故障を生じたとき。 

(5) 臨床研修を中断したとき。 

(6) 臨床研修を再開したとき。 

(7) 連帯保証人の氏名若しくは住所に変更があったとき、又は死亡その他連帯保証人として適当

でない理由が生じたとき。 

 （その他） 

第２０条 この規程に定めるもののほか、研修資金の貸与に関し必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

  （施行期日） 

 １ この規程は、公布の日から施行し、第４条第２項の規定は、平成25年１月１日から施行する。 

  （貸与の方法に関する規定の失効） 

２ 第４条第２項の規定は、平成30年３月31日限り、その効力を失う。ただし、同日以前に研修資

金の貸与の決定を受けたものについては、第４条第２項の規定は、同日後においても、なおその効

力を有する。 

 



様式第１号（第５条、第８条、第16条関係） 

 

臨床研修資金申請書 

 

年  月  日 

 

 （あて先）地方独立行政法人桑名市総合医療センター理事長 

 

申請者氏名          印 

 

 地方独立行政法人桑名市総合医療センター臨床研修資金貸与規程の規定により、次のとおり申請し

ます。 

申 請 目 的 貸 与   辞 退   返還猶予   返還免除 

申 請 に 関 す る 期 間 年  月から      年  月まで 

本 
 

 
 
 

人 

現 住 所  

ふ り が な 

氏 名 
 

生 年 月 日  

臨 床 研 修 

を 実 施 し て 

い る 病 院 

名  称  

所 在 地  

診 療 科  

臨 床 研 修 

の 期 間 

開 始 

年 月 
年  月 

修了予定 

年 月 
年  月 

連 
 

帯 
 

保 
 

証 
 

人 

 上記の者が貸与を受ける臨床研修資金については、本人と連帯して債務を負担します。 

現 住 所   

ふ り が な 

氏 名 印 

 

             印 

 

             印 

生 年 月 日   

職 業   

本 人 と の 関 係   

研修資金申請に関し 

て 考 慮 す べ き 事 情 
 

添 付 書 類 別 紙 の と お り 



 

様式第２号（第７条、第８条、第17条関係） 

 

第     号 

年  月  日 

 

           様 

 

地方独立行政法人桑名市総合医療センター理事長          印 

 

臨床研修資金決定通知書 

 

   年  月  日付けで申請のあったことについては、次のとおり決定しましたので通知します。 

通 知 内 容 貸 与  貸与取消  貸与停止  辞 退  返還猶予  返還免除 

決 定 区 分 する            しない 

決 定 年 月 日     年  月  日 

決 定 額 
月 額           円 

総 額           円 

決 定 に 関 す る 

期 間 

    年  月から 

    年  月まで 

付 記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式第３号（第７条関係） 

 

 

誓約書 

 

 

 私は、地方独立行政法人桑名市総合医療センター臨床研修資金貸与規程に基づく研修資金の貸与

を受けるに当たり、同規程を遵守することを誓約します。 

 

 

年  月  日 

 

 

 

研修生氏名          印 

 

 

 

（あて先）地方独立行政法人桑名市総合医療センター理事長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式第４号（第９条関係） 

 

 

収入印紙 

 

 

借用証書 

 

円               

 

 上記金額を地方独立行政法人桑名市総合医療センター臨床研修資金貸与規程に基づき  年  

月  日から  年  月  日までの研修資金として借用しました。 

 

     年  月  日 

 

 

                         借 受 人 住所 

                               氏名          印 

 

                         連帯保証人 住所 

                               氏名          印 

 

                         連帯保証人 住所 

                               氏名          印 

 

 

（あて先）地方独立行政法人桑名市総合医療センター理事長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式第５号（第11条関係） 

 

臨床研修資金返還明細書 

 

１ 返還金額                    円 

 

２ 返還方法    一括返済 

 

 

 地方独立行政法人桑名市総合医療センター臨床研修資金貸与規程に基づく返還金を上記のとおり

返還します。 

 

 

     年  月  日 

 

                           借受人 住所 

                               氏名          印 

 

 

（あて先）地方独立行政法人桑名市総合医療センター理事長 

 

 

 



参 考 

（制定のあらまし） 

 地方独立行政法人桑名市総合医療センターにおいて臨床研修を受けている医師に研修資金を貸与す

るに当たり、必要な規程を制定するものであります。 

 

 


